
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ 増加 ■ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

□ さらに重点化する ■ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

生涯学習課

総合計画の
主要施策名

史跡・遺跡・文化財等の保全と保護 事業コード 4511

平成２３年度 事業評価シート

事務事業名 千屋断層保護事業 担当課名

事業の対象 千屋断層（中小森露頭、赤倉川露頭）

事業の目的
東北地方で唯一の国指定天然記念物の活断層である千屋断層に対する理解を深
め、その保護と活用を推進する。

事業の内容 千屋断層の適切な保存管理

平成24年度予算

金　　　額 284 284 940
事　業　費

年度・区分 平成22年度決算 平成23年度決算

事業の
方向性

事業の効果等
・断層の保存、管理によって、地学・防災教育等の進展が期待される。
・東日本大震災以降、問い合わせが急増し、防災教育等への進展が期待される。

実績・成果等
（数値）

・美郷町内フィールドワーク17名（東北大学大学院理学研究科地学専攻）
・千屋断層巡りふるさと学習23名
・他自治体公民館からの視察研修

事
業
の
評
価

あまり寄与していない

あまりできていない

あまりできていない

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

判定説明
及び考察

・断層観察ロードマップの印刷が必要となったため、来年度（H24）作成する。
・一過性のもので終わらせないために、断層の周知に努め、見学会・学習会の活用を広
げていく。
・適時期に、草刈り（年４回程度）を実施して周辺を管理している。

外部評価 Ｂ 評価委員意見
十分に事業を遂行しており、来年度は上位の
評価となるよう期待する。

美郷町教育委員会


